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大分県別府市に分布する陸上表層堆積物の古地磁気学的・岩石磁気学的研究

Paleomagnetic and rock magnetic studies of subsurface deposits with volcanic materials
in Beppu City, Kyushu.
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本研究の目的は，火山砕屑物及びその風成二次堆積物からなる陸上表層堆積物対象とし，それらの磁気的情報により，
過去数万年間の地球磁場変動と環境変動及び気候変動を読み取ること，また，土壌化に伴う磁気情報の変化や風成堆積
物と湖底・海洋底堆積物の堆積プロセスや堆積環境の違いがもたらす磁気情報の差異を調べることである．研究試料は，
大分県別府市近郊，伽藍岳西南の塚原地区の露頭，由布岳西南の東石松地区で採取されたボーリングコアから採取した．
今回は塚原露頭の試料の解析結果を報告する．
塚原地区の露頭（高さ約 1m）には３枚の火山灰層（上位から火山灰 I，II，III）が挟在している．表土から 18cm深に

ある火山灰 I（厚さ 2cm）は同定されていないが，27cm深にある火山灰 II（厚さ 16cm）は由布岳火山灰（2,2ky.B.P.），
67cm深にある火山灰 III （厚さ 9cm）は鬼界アカホヤ火山灰（7,3ky.B.P.）である．火山灰 II は上部が粗粒で下部は細
粒であり，火山灰 III の粒径は均質である．火山灰層に挟まれる黒色土は，上位から黒色土 I～IV に分類した．この露頭
からは 60個のキューブ試料を連続的に採取した．
自然残留磁化の安定性を検討する為に，段階交流消磁実験を行った．その結果，どの試料にも 0～14mTで消磁される

低保持力成分が認められた．それ以降において直交面投影図上で原点に向かって減衰する安定な残留磁化成分が認めら
れたのは，火山灰�下部の 4試料，黒色土�の 1試料，黒色土�の 3試料であった．火山灰�下部の安定成分の平均方
位は，偏角-3.9o，伏角 48.2o（α 95=8.3o），土壌 IV は，偏角-6.0o，伏角 50.6o（α 95=9.8o）である．火山灰 II 下部の
伏角は別府湾堆積物からの伏角データ（Ohnoet al.，1991）と一致した．
磁気的特性を検討する為に，初磁化率（X）測定，ヒステリシスパラメーター測定，非履歴性残留磁化（ARM）及

び等温残留磁化獲得実験を行った．X，ARM磁化率（XARM ），飽和残留磁化（Mr）の値は，火山灰 II が全ての岩相
の中で最も高く，その中でも上部の方が高く，火山灰 III は最も低かった．黒色土 I・II では下方につれ増加し，黒色土
III では上部は高く，下方につれ減少した．黒色土 IV ではX は変化せず，Mr は下方につれ増加，XARM は緩やかに増
加その後減少，と異なった挙動を示した．

S-ratioに関しては，概ねS(-0.3T)は約 0.98，S(-0.1T)は約 0.87であったが，火山灰�下部や黒色土 IV では，低い値
（S(-0.3T)：約 0.95，S(-0.1T)：約 0.82）を示した．
火山灰 II では，ARM/Mr は上下とも似たような値であるが，XARM /X，Mr /X では上部より下部の方が小さく，火山

灰 III は下方につれ減少した．黒色土 I・II では，XARM /X，ARM/Mr ，Mr /X の値に変化はなかった．黒色土 III・IV
では，XARM /X，ARM/Mr は，下方につれ増加した後減少し，黒色土 IV の下方では一定値を示した．一方，Mr /X は，
下方につれ増加した．
これらの結果から以下のことが示唆される．火山灰 II は強磁性鉱物の量が多く，上部よりも下部の方が細粒であるこ

とが示唆され，これは岩相と一致する．岩相が均質である火山灰 III は，強磁性鉱物の量は変わらず，下方につれ粗粒に
なることが考えられる．黒色土 I・II は，粒径は変わらず，強磁性鉱物の量が下方につれ増加することがわかった．黒色
土 III・IV では，XARM，XARM /X に顕著な変動が見られることから，ARMを担う強磁性鉱物の量と粒径の変動が磁気
特性に大きく影響を与えていると考えられる．また，黒色土 IV は高保持力の強磁性鉱物の影響もある．


